
北海道理学療法⼠会
道北⽀部NEWS

発⾏者︓⿑藤浩平
編集者︓鈴⽊優太朗、⾕⼝絵梨佳

本⽇の内容

・⽀部⻑新年挨拶
・施設紹介（旭川医療センター）

⽀部⻑新年挨拶

⽇頃より、道北⽀部の活動にご理解、ご協⼒頂き誠にありがとうございます。
昨年は、コロナの第6〜8波に加え、ウクライナ侵攻や銃撃事件、円安・物価
⾼など社会情勢が⼤変不安定な年だったと思います。医療・介護現場において
も感染症拡⼤に⻭⽌めをかけることができず、臨床に従事している皆様も⽇々
健闘されていたことと思います。
そのような中、2020年に延期された北海道理学療法⼠学術⼤会in旭川が無事、
ハイブリッドで開催され、参加者数が約750名と盛況のうちに終えることがで
きました。これは、参加して頂いた皆様と⽇頃から⽀部活動に尽⼒して頂いて
いる道北⽀部会員の⾼い「志」と強い「つながり」がもたらした結果でもあり、
ご協⼒いただいた会員にこの場をかりて⼼より感謝申し上げます。
今年は、感染症類型が２類から5類に引き下げられることも検討されており、
より社会経済活動が活発になると予測されます。道北⽀部の学術活動・社会活
動も徐々にではありますが、以前のようなかたちに戻しつつ、オンラインの利
点も活かしながら役員⼀同、鋭意進めて参ります。今後ともご協⼒の程、宜し
くお願いします。
最後になりますが、⽀部会員の皆様をはじめ、ご⽀援を頂く多くの⽅々のご健
勝とご多幸を⼼からお祈りし、新年のご挨拶とさせていただきます。
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当院では主に神経難病、呼吸器疾患、呼吸器・
消化器系のがん患者様を中⼼にリハビリテー
ション診療を⾏なっております。
数年前に機能訓練室も新しくなり、国道を眺め
ながら運動できる開放的な空間で職員も患者様
も明るい気持ちでリハビリができます。
上述のような患者様の診療にあたり、⽇々様々な原因で呼吸障害をきたす患者様
が多く、その病態や経過は多様です。
まもなく臨床4年⽬を迎えますが、呼吸障害の複雑さに頭を抱えることもしば
しばございます。今後も続く理学療法⼠としての⻑い⼈⽣において、呼吸障害を
中⼼に研鑽を重ね、適切な理学療法やケアを患者様に提供したいと思います。

施設紹介

旭川医療センター
理学療法⼠ 野瀬祥吾

道北⽀部からのお知らせ

⽇本理学療法⼠協会HP
におけるマイページについて

・所属施設等、登録情報の再確認
➡現在の職場と異なるケースが散⾒されます

・登録メールアドレスの確認
➡キャリアメールアドレス以外での登録を

再度ご確認お願い申し上げます。

会員の皆様へ



学術⼤会のお知らせ

道北⽀部 Instagram 道北⽀部 Face book

こちらもご確認ください

編集後記

⽉末となり、今季最⼤の寒波の影響で⼤荒れの天気が続く
毎⽇ですね。朝起きてまだ半分寝ているのに雪かき・・・、
仕事が終わってやれやれと思っているのに雪かき・・・、
皆様も⼼が折れる⽇々を過ごされているかと思います。
ですがそんな時こと、理学療法⼠魂を⾒せつけ、筋トレ
だ︕有酸素運動だ︕ダイエットだ︕これで僕も、私も明⽇
からモテモテ︕と笑顔で乗り切れば、幸せな気分になり、
寒波も過ぎ去るのではないでしょうか。ですが無理は禁物
です。各種感染症に気をつけ、⼼⾝ともにご⾃愛ください。
道北⽀部の皆様、本年もどうぞよろしくお願い致します。
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